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 要  旨 
 近年，脳に関する研究手法の１つとして，コンピュータによる神経細胞の数理モデルのシミュ
レーションが重要な役割を果たしている．そして，現在，神経回路のシミュレータとして




 そこで，本研究では計算時間の問題を解決する手段として，GPGPU (General-Purpose 
computation on GPUs)という手法に着目する．GPGPU とは，グラフィックス処理に特化したプ










解析法である，Exponential Euler 法，Adams-Bashforth 法について効率的な並列計算手法を考
案した．そして，GPU を用いない従来の GENESIS と，本研究において GPU による並列計算手
法を実装した GENESIS について，様々な条件で計算時間の比較を行った．その結果，本研究で
考案した並列計算手法を実装した GENESIS は，実験の条件下において最大約 117 倍高速にシミ
ュレーションを実行可能であることが判明した． 
 以上のように，結果として本研究では汎用神経回路シミュレータの計算時間の大幅な短縮に成
功し，今後の計算論的神経科学，神経情報科学の発展に貢献する研究成果を得ることができた．
 
